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リスクアセスメント＆コントロール (Case2 : 採用AI)
- リスクの複雑性評価 → リスクコントロールを検討 -

実現すべき価値・目的
（リスクの影響先）

リスク
№

リスクシナリオ
技術的
難易度

環境変
化

利用者
起因

R
C

コントロールのサマリー

AIシステム サービスプロバイダ ユーザー

1
人材採用レベル
の維持・向上

R001 適切な評価 〇 ●
システム環境の確保
個別モデルの開発

目標精度の設定・見直し
再学習の指示

正確なフィードバック

R002 予測性能の維持 〇 ●
十分な正解率の確保
検証可能性の確保

予測性能の検証
再学習

代替運用

R003 ノイズによる影響 〇 ●
モデルの頑健性
判断根拠の出力

判断根拠の分かりやすさ
判断根拠の検証

判断根拠の検討

R004 虚偽の申込 〇 ●
十分な正解率の確保
判断根拠の出力

過去の異常事例の検証
利用部門との連携

最終選考プロセス

R005 過度なAI依存 〇 〇 ● 判断根拠の出力
判断精度の開示
判断根拠の分かりやすさ

予測性能・リスクの認識
最終判断プロセス

R006 誤ったフィードバック 〇 〇 ●
学習データの検証
学習時の情報の保管

判断精度・異常値の検証
再学習

正確なフィードバック
人事システムからの反映

R007 人材トレンドの変化 〇 〇 ●
データ分布変化の認識
汎化性能の見直し

分布／正解率の監視
再学習

人材トレンド変化の認識

R008 新たな職種 〇 〇 ●
開発環境の準備
学習データ確保
モデルの開発

開発体制の整備
開発したモデルの検証

要求仕様の定義

2
採用活動に係る
コストの削減

R009 コスト超過 適切な価格設定 コスト管理

3
海外グループを含
めたサービス提供

R010
地域の会社への対
応

〇 〇 ●
システム環境の確保
個別モデルの開発

個別の目標精度の設定
モデルの性能監視
開発体制の確保

R011
不十分な開発スピー
ド

再学習環境の準備
モデル開発者の確保

PJ体制の確保

4
企業の社会的責
任(公平性のある
採用活動)

R012
判断根拠情報の不
正販売

〇 〇 ● 操作ログの記録
不正利用の監視
外部弁護士との連携

内部牽制

R013 公平性 〇 〇 ●
データの偏り
モデルの汎化性

公平性ポリシーの検討
ネガティブな判断の開示

AIの判断傾向の理解
公平な最終判断

R014
予測結果の目的外
利用

〇 データ保護
アクセス管理
目的内利用

データの取扱

R015 風評被害 〇 データ保護 職業倫理の教育 職業倫理の教育

R016 プライバシー保護 〇 データ保護 法令順守の教育
法令順守の教育
データの取扱 8



ケーススタディ

No ケース ジャンル

1 無人コンビニ 小売

2 採用AI 人事

3 送電線の点検AI インフラ

4 不良品検知AI 製造

5 道案内ロボット 生活

6 がん診断AI 医療

7 ローン審査AI 金融

8 再犯可能性の検証AI 警備

9 無人コールセンター（チャットボット） サービス

10 危険運転の検知AI 自動車

11 無人バス 交通

12 自動記事の作成 メディア

13 スポーツ採点AI スポーツ

14 AIスピーカー 生活

15 自動運転（レベル３） 自動車

No ケース ジャンル

16 万引き防止AI 警備

17 トンネル点検AI 交通

18 裁判員AI 公共

19 食品の新商品開発AI 食品

20 無人ショベルカー 建設

21 エネルギー最適化AI インフラ

22 教育カリキュラム作成AI 教育

23 農作物監視AI 農業

24 顏認証による自動決済 金融

25 熟練工の擬人化 製造

26 人事評価AI 人事

27 危険物品の検知 物流

28 AI自動運転（レベル５） 自動車

29 災害予測AI インフラ

30 政策提言のAI 公共
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